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碑/o希蜘Tk金福永入金ご東内

日時　9月/3日rB) /o:o･77-/3･:cTt,

食事易　絶､各穐祉センター

/腐食久､　　　　/o:ct,- /a:30

之､格和僻､験酸鼻　　/oニUDへ/2 :/5

3､ 8たみ←地球が動いた日-/oI30-〟こJo

取締･凍路嫁菜の慮かかうーβ月8左足っめて

A泉する手と､もた5 0)息勤の物蕗

ダ､よさこいソーランイ也　　/Zこ30-/3JCrTZ)

S.社食乙唄うくする馳咋えコンテスト

F　占､孟霊不霊;警念人㌫:0_～;3i3,0

/3こ3 oへ′久LL3o

F ●　7tあ賓しダ細塵金　　　-30-3-:Ub
L　　　す､堺ノ食む　　　　　　Jf:cb

?. ･ふ絶後.木うン身ア尊o)展示コ-I- /a:30-JJ:cD

/o･昼食ノ､-すtl　一食_ヱOID何/Iこの～/3こ30

うどん､ ¥は､1､ラーメy､み､にき､り､かしるこ

〟.亨の化′唆し牛勿　ヨーヨー釣り.わたあめ

舞系達者更え解～いは･)サイウ′L'^巾が1-と幽鋳

力線.若鳥･カ>/erT動も狩し･aす.こ協力d願いけす

ニ



逐彪魔人Liした

趨鬼r)Ll-J3ぼ､たく｣
火痔遼東者工イス瀦鈴蘭この絶縁

碗集光痔盈HIV締玖原告威
光舶HIV締玖命疲5]
九線H IV蹄鉄も兵媛する金

すい仁んo)青菜一汁礎井よしこ

t､tL,舟8年代仁も､輔は･晴級も終学う

こしてきた.

鴫級が隆､きれ鼻泉が隆されている軒
毅も大き舟観客も象うのは国民で-ある｡
衷客エイズ問題は.屠生名によるこ吏

三象0滴象終しこ庭師による患名盤租の●
直象JIJつて,生じた鯉劇であるo

和解仇碑も鳳生名の基本的傭賓は変
オフ77崎い九･い｡
- r'一､かうこそ.亀有i7象族i)周りの人も皆､努負

を玖して鬼金k蹄ん絶117いこう｡嫡乳も
なくし､境の礎乗も変えていくT:-Wに｡

ヌ帝グ･ぼ秀鮎F:愛し射ます.速断きし､
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福祉の虐Y､んぐりJこリナイフ似､サ｣
lて硯するコ-7一

客前K息負の壕横l通知しましたか､
7F)より鬼当番もしていたた-<カI二は､

耳きて､､の昼食Iて加えて粂亀豪か紳え

･態禁老妻壷,j警蒜慧漂､;If)秋
T,体調や瀬谷に食わttぞ考私互していさす､

適格衛車がある舟は休んた-りしますが

碗乱i･白/oこOb～/fI殉孟て､､筒足して､､きす

ご協力いた打けう力いましたらこ連絡下きい

●
i

･象潟/求_摺白/a:ot'～　t:Lんごりo)象lこて

八､す㌧品のノf磯,tL5T7;雪盲･ぞL･ ,

t附卿ンクーJくて/o声ほぐ､斉Z､XtダBf摩8

g-･ob～貴象朝市lく鈴鹿

･ノ､カフカスTl^､'ハ/纏　/dダ之0月

L垂ノ合象まつり虫克　　　之9tJ/叩

･雀ぬきフり　鉱,k　　　之′タfc〃

これうのノぐず久原に欝LまL～I毒JF5>身ア

I:2 'gL等誉こ?精こ'う､M婚礼たこ協力も
ナ



断備産婦さんこの後後金閣僚2れる

7月∫8(a) /3ヾCD-/∫:の催′鮭センター

tこて打保鹿締れヲ人と薙病落着､家族
こQ)懲鉄条を締催しました.

保健婦れはぎ叫妙寺主幹.腰喉律叔
鵬､如ごり席宅え綴僻見の3*ぐ●
藤森直義､家族は/0人風力t)LまLた･

サクモ触初打

席錬れと療病達者象族との初めTの
衡衆会結滞hIここり来りのめフた金と偲､,Ft,

ノ促産婦fん蒐動の中r碑東泉恵一の力の･森

泉訪問が′3一名.丸叶う6イ乍乙はすいし功､Jy慮い

敏に憩き･- ･

縫直着金としても.確度蹄弘へ金の
ノぐンフレットしわ･り尊を配布して暦象,;石動を

術フていか点くては湧k'た･
イ外､･締')うて与えの食とし7も､年l:5回鷹rT

J2れう櫛蝋終風⊥孝〟も魂W/やンフレットも

保健婦fんlこ乳マいただ'き､これからの患者へ0)

摘尊(リノ＼とり.#成東壊)ヒ月希t-i L7､玖解を

していたF"きT:-.い.

∫
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牙zS1回触亀有､啓宅着と象族の遠望蜂公
印/8ZB /頚zB澄別和こて聞催され

阜ええ暑Pカ＼う/手見易如しれた｡
水ランみアとしT鼻かした松島等看護学
醗保鹿桑科生Z人の庵潤えてす

一本多可条

細窺南直の卿う務アこして
象加させていただ､きし八度タくのことも尊は-
tlていたた"きれた･私性､各年の3日きて汎晩

の局後観-A,ていれたが.その境は観

嵐にフいてI3とんと､何も欠DはせんT､した.知,7

l-.＼針子とい.kは､こ萌開展言渡スf-ya /オの発雷

.蔓',二軍';穿敦悪筆
)A A　_一　一.L_一一　人_　.　_｣　▲　ー

そのつうさも谷かちふうここがで･きる健灸示
あうということたtlけ7-した｡

が轟崇霊蒜を慧禁譜､
麹病にかかった時の何らかれえんこ森うのぞ､､
はか､かこ敵い･このよぅな入金があうという

ここもItSに留めてあ､こうと思いれた.

Aj齢の戯革大全の勧p玖前にーあ漉RJ金巨石
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がラン弁アとして鼻如き也ていたFきれた力羊　こト

鹿峯入金のスケ-M)凡き即は藍きました｡
いうトラ在韓喜色かかえた高々か･これ打､サ

7;'iiを豊競篭黒毛岩吉宗du:1%L'F三･;→,
愚老さんの中には叔亀っいて-さか車椅勃

別多く･ヌ車椅子も梯そて､'艮発生請釦作の　●

段酎凍えて､-した｡稗に碑生/=6動作に軸の
5,%かがグ愉するこいうここ臥今日の日本て､､は

ま町終羊奥原ここが争いと尽し､ます･また湧免

を椅っているtt､ラここ臥こうい,た最終に偉観も

食わせる大東さもあさというここ互尊が､孟した･

h厨かよ勿利生磨4ヒ産絵に参加させて
い締-きました｡ / 8日のレ也7｡yayぞtlは患者醐)

牡o']p36も長軸叱マもらうことがて'､き傭兵から

診断されるきて-の組専属魚を受容していく　●

鬼経､わいフた生渚も患っていうのか森ど榊叱

ていただくここがそ.tき､これから腺度婦Jこ点り

絶滅て､､働いていく私にとって大変贋昧寒く･

勉教に舟はした･
.a 8白の財敷金心象生年食承乾の鯉の

ぁ､議てヾした｡最彼の包乙針で､包みのことや

家族について鼓す方を0)賓絶て､包みがこれき7t'

にRt:177きた経過や＼今のつうい水沢も1司じ

7



頼通の人乳こ聞いてもらうここて-.あ旦卜に共感､

し食ったり､これからと､､ぅ病気を受容し生蕗してし､

こうか､ぞa)灸tlを塚したいという抑東森思､いが､

伝わプアきまLT:-～.

勉絶食7､･は､患者2ん藍が抱えている各いや

問題も鶉す時間か宛K碑食で､した･

･誌㌶禦謡諾監禁慧
t　き､壌吏て1,こかカ､らの始に史となる側線もさせ

て卜f:-tた､､くことか､てーき毒した.

h回か世蕗lてかた療病垂青史文辞の方々

をはじめ､勿兼性劇ヒ薮部金a)カそやゼd)也

i警禁,:望雲量まき票諾讐完蒜
級します.

i ●
l

森　井子一
本は､各回金蔓集金にボラン勃アこして象如相

席愈&いた打ききした｡
継承にワ-て∫ま､身き㍗報扱けrl.<5いて､､

軸苑の元こ接した車も森かフた仁れ全くこ言っていい

はこ'盤根眉て､､した｡

そのため食違魚食7､､は.難病さもフカの生0,声を

8



聴小打),東殊に介助する場面息軋Lて尊が乞碍よ

うこ払い_み如きtLていたた'､きよしに｡
一日白のレセ70シヨ/て･鳩､同じ湊患､左iフカヤか､

顔　わ也しながう食をて､･ささわにかてあ＼り､知の乳

は象猿女のあぐLT:-～ I

そのかま･旦那ごんの屠病後･在宅てソクヰ簡jr緩

したこまし蛤U,tその間介護し絶けられたのは周じ●5

介護者の月との象簸金で･の真東r=-17氏子ラぐす.

互いト励れふったり･禰験しふっr=り･それが自分

もええ1:-tこもいます.

ヌーこうして金温泉金に各年金加するここて､､恥骨

闇に会う楽し升があるとまい.こうした金を亀し7

鼻息ももつjj々はもううんのこt,､その家族の方純

友3灸i)Vもて､五､-に.相互作岡があさのた､､と息じ葺

lた｡

･688の似て､､は･東泉金に参加しまLた｡ ●

その中7､､13.医承骨に蘭する以東な封癖がコれ

ました･ J61じ一輝客あもフていても･医飾付プア膚書

の経度41診断基準が唆味て､､紛軒が異なる車.

表面化Li泉水o)オて､判断されてしまう車舟乙切

妻弥んがあり､そのたわ身縁者年限亀や錆してもらえすや

経碕鯛に厳しし､｡
ヌ､医療軌こ蘭するyステ八が複鵜て､･L禰祉轡願

の各ロト聞きにrTつても胡乱切舟ヌ鱗が･7}L､車息と､'_

し7



狙努した問題がフき-tフざ､ド虫され､それに対し7皆

で'話し合フていきさした｡

この鎗し食いも亀して私が塵こじ仁の結､千客森

医療も受けられか､塊状がここにあるの仁一と息
いました.

臥古平等森医泉の普及も掲trているけれ乙､､も.

実際には奴その間ノ超が解久されか､ききで､ゼこ7､､

若しんていいう轟患､互もフ方今かいる.

孝の方々の声が頒カYalいきまて･･灯.何も史わフて

いか太いのて''は舟t､かと私いました｡

失敬に､患うしていきゃでto)研摩も解決するため

I/JS ･彰,と声色承､き･ -錆に凍えていくここが.少将

仁一､こ息いました.

ス､金畳集金kは･身<のホ･ランf.アの方今の協力を

I野草とする場面が身そ5)りました｡

と"のかランfJ70)方むごく自葱に手を鼻しのでて
●いう賓絶て息いれた.

こうLr=食では､イ｢励すう側b f姓敷融埼七手も

足しのT Sれ5のに藩段の白帯㍗はなt1-台忍に介物

象求1)たり. +を差し仲でたりて､､き舟い0)た･､ううこ希え

ました.

醇ををもフお里が泉まう塙州降別て･･はなくて､

普段の自尊ヵ､5化成r:緒に患うしていうんた､･こいう

ここ乞､皆がもラー｢戊考えて弟う`9濱があるのていはか､

/○
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か乙路いまし把。

　

障居乞もフ九・ノりアフトイノペライ廿一元ソ壇夏

かヽ叫はヽ水てぃうけれ乙ヽヽ乱行言蔵の胞､味包もう一度

よく考九ひす♀びめるのぞ巴核心迩した。

　

ゆ要八時にヽ必要心午変求めろ単加で惣､それに

右|酒に手変態し紳ヤられう半Ｌ磨芝望みJliす、

　　　　

’

　

この公齢ヽ閏題解氷の燈火となる参にとご酋らすで●ｻ

淋参考障薯包もフカ交カマ住や良く暮ら七う生活が

作証これる事乞彫、いき丁。

　

今回､全道集、公に水力に也てい化仁｀い仁参-に

艦籍い犬しきす。
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